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研究成果の概要（和文）：　本研究では未承認国家に関する多面的な研究を国際的に行い、書籍、論文を多数発表し、
学会等での報告も国内外で多数行い、多くの成果を発表した。特に『未承認国家と覇権なき世界』の出版の成果は大き
く、同書では未承認国家の先行研究を整理した上で、現存の未承認国家の比較検討を行い、新規的な議論として大国の
対外政策（特に海外軍事基地政策）と未承認国家の関係を明らかにするなどし、その国際的影響を問うたところ、大き
な反響を得ることができた。また、最終年度は「凍結された紛争」の研究課題を絡め、研究をより発展させることがで
きた。来年度以降は国際共同研究基金に採択されたことから、より国際的に本研究を継続していきたい。

研究成果の概要（英文）：In this study, I carried out the multi-dimensional and international cooperative 
research on unrecognized states, and I published many books and papers, and read many papers at the 
academic conferences both at home and abroad. Then it has been called the great responses. The most 
distinguish result was the publication of the "Unrecognized State and the world without hegemony ." It 
made clear the previous studies, did the comparative study of unrecognized states, and report the new 
study on its international influences focusing on the big power’s foreign policy (especially overseas 
military base policy); and it was able to get a great response. In addition, I studied this issue with 
the new research agenda "frozen conflicts", and succeed to make the further development. I will develop 
this research with international joint research in the future.

研究分野：国際政治、平和研究、旧ソ連地域研究

キーワード： 未承認国家　凍結された紛争　ロシア　旧ソ連　領土保全　民族自決　在外軍事基地　国家承認
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 筆者は、自らの博士論文に関わる研究や

多くの科学研究費や委託研究、共同研究な

どで、90年代末から、本申請の研究課題の

前提となるような研究を行ってきた。それ

らも類例の研究が極めて少なく、大いに意

義があったと確信しているが、旧ソ連と旧

東欧では、歴史的背景や欧州との距離が違

い過ぎて、比較の対象としては必ずしも適

切ではないと感じた。 

 このような、これまでの本研究の前提と

なるような研究の中で、特に重要だと感じ

られたテーマが本研究の課題である未承認

国家問題であった。未承認国家とは、「住民

の支持を得ている組織化された政治的指導

者がおり、その領域内に十分な行政サービ

スを提供でき、ある一定期間十分な支配を

維持できるものであり、かつそれは他国と

の関係を築けると考え、憲法的な独立と主

権国家としての広い国際承認を求めている

主体」と定義できるが、実は、その多くは

欧州の辺境、特に黒海沿岸地域や中東と欧

州の狭間の地域に多く存在している。具体

的には、旧ソ連のモルドヴァの沿ドニエス

トル、グルジアの南オセチアとアブハジア、

アゼルバイジャンのナゴルノ・カラバフ、

そして旧ユーゴスラヴィアのコソヴォ、ま

たギリシャとトルコの懸案事項となってい

るキプロスやイスラエルとの懸案問題とな

っているパレスチナなどである。もちろん、

台湾などアジアにも未承認国家は存在する

が、政治的に安定しているのに対し、ヨー

ロッパ地域の未承認国家では、2008年の南

オセチア問題に端を発したグルジア・ロシ

ア戦争に象徴されるように、不安定な状況

が続いていた。 

 それでは、何故、欧州の辺境で未承認国

家問題が深刻化するのだろうか。筆者は、

その理由を、欧州の中心部は、国民国家の

伝統が長く、国境が比較的早くから確立し、

戦争などが起こった際にも、政治的に国境

がその都度、関係国の合意の基に引かれ直

されてきたのに対し、辺境では国民国家の

歴史が浅かったり、大国に振り回されて合

意もないままに恣意的に国境を引かれたり

してきたことにあるのではないかと考えた。 

 また、本研究を申請した 2011年頃は、

アラブの春をはじめ、国際政治における新

たな動きが色々と出てきた頃であり、新た

なスタイルの国際政治の主体を検討するこ

とは、変わりゆく世界像を明確にとらえ、

新しい国家像を理論化する上でも重要なプ

ロセスだと考えたのである。 

 よって、本研究は極めて先駆的であり、

日本でも世界でも、先行研究はほとんどな

いと確信していた。 

 まず日本では、松里公孝が黒海地域での

未承認国家問題について多くの研究成果を

出してきた。それらは極めて素晴らしい研

究成果であるが、調査がほぼ未承認国家側

でしか行われていないことに問題を感じた。 

 海外では、チャールズ・キング氏の一連

の研究が特筆に値し、黒海地域、コーカサ

ス地域について単著や論文を数多く出して

いる。キング氏は歴史に造詣が深く、その

上、現代の状況についての理解・分析も優

れているため、氏の研究は極めて厚みがあ

るが、比較分析という視点が欠けており、

各地域で完結した研究に留まっている。 

 また、故・ロナルド・アスムス氏は、旧

ソ連や東欧地域の現代の問題を常に広く扱

っていたが、氏の研究にはやはり比較の視

点が欠けており、その研究は地域完結型な

いしある問題に特化しているため、筆者が

研究したい比較に基づく包括的な検討とい

う課題には答えてはくれていない。 

 このように、申請者の問題意識に近い研

究はあるが、全て地域研究にとどまり、筆

者のように比較研究や理論化を進めている



研究は皆無だった。そこで、本研究は極め

て重要な意義を持つと考えたのだった。  
 
２．研究の目的 

 国際政治学は、長らくウエストファリア

体制、すなわち国民国家を中心とする見方

によって成り立ってきたが、グローバリゼ

ーションが進み、EUなどに代表される「国

家」ではない国際政治の主体が力を持って

きたこと、さらに本研究で扱う「未承認国

家」が出現してきたことで「国家」や「国

家承認」の意味が曖昧になってきたことに

より、従来のアプローチはもはや限界を迎

えていると言って良い。そこで、本研究で

は未承認国家、具体的には旧ソ連および旧

ユーゴスラヴィアの未承認国家の問題を多

面的に比較検討する。それにより、二つの

目的を達成することを予定していた。 

 第一に、無法地帯を生み、世界の不安定

化要因となっているにもかかわらず、あま

り学術的に検討されてこなかった未承認国

家の諸問題を浮き彫りにすることであった。    

 第二に、未承認国家の事例研究により、

ポスト・ウエストファリア時代の国家像を

模索し、現状にみあった新たな国際政治の

理論を構築することであった。 
 
３．研究の方法 
 本研究は文献調査と現地調査を主軸とし

て進め、旧ソ連と旧ユーゴスラヴィアの実

際の比較を行う未承認国家およびその本国

での調査に加え、両地域に大きな影響を与

えている諸国、国際機関でも調査を行った。 

 文献調査は、既刊の雑誌、書籍等を再度

検討し、新刊のものも全て入手して行う。

現地調査では、現地の識者、政策に関わっ

ている者、ジャーナリスト、一般の方々な

どにインタビューを行ったり、意識調査を

したりするほか、資料収集等も行った。 

 また、2013年度には、アメリカ合衆国の

コロンビア大学ハリマン研究所で在外研究

を行う機会を得られ、国際共同研究も充実

した形で進めることができた。 

 加えて、効率的に研究を行うため、国内

外の研究協力者に研究の支援やアドバイス

を逐次仰ぎ、国際学会での報告や講演、論

文・書籍の発表などで、研究の状況を逐次

発信し、またそれに対しての反響も国内外

から得ることで、新規の研究方法や新たな

研究協力者も常に求めて、柔軟に軌道修正

を行いつつ研究を進めた。たとえば、本研

究に大いに関わる問題を多く含む「ウクラ

イナ危機」が 2013 年末から深刻化した際

にも、研究計画を柔軟に変え、ウクライナ

危機も本研究の重要な事例研究として多く

の研究成果を出すことができた。 
 
４．研究成果 

 本研究では、未承認国家に関する多面的な

研究を国際的に行い、書籍、論文を多数発表

し、学会等での報告も国内外で多数行い、多

くの成果を発表した。以下に、特に特筆すべ

き成果を項目ごとに記す。 

(1) 『未承認国家と覇権なき世界』の出版 

2014 年に出版した本書は、本研究の成果の

かなりの部分をまとめたものである。同書で

は未承認国家の先行研究を整理した上で、現

地調査の成果も踏まえて現存の未承認国家

の比較検討を行った。また、2013 年末から

ウクライナ危機が深刻化したことに対応し、

特にロシアの国際法を無視したクリミア編

入や今後、未承認国家になり得る東部ウクラ

イナの状況の分析なども踏まえ、最新の事例

も踏まえた最先端の研究書となった。また、

新規的な議論として大国の対外政策（特に海

外軍事基地政策）と未承認国家の関係を明ら

かにするなどし、その国際的影響を問うた。

結果として、学界からも、日本国内外からも、

大きな反響を得ることができ、多くの執筆や

講演の依頼を受けたほか、インタビュー記事

も多数出された。加えて、国際政治経済の教

科書的な書籍や専門用語集などの項目にも



新たに指定され、執筆を頼まれるなど、学界

にも大きな影響を与えることができたと自

負する。 

(2) ウクライナ危機への最先端の対応 

2013 年末からのウクライナ危機は、本研究

にも大きく関わるところであり、当初の計画

には入っていなかったが、ウクライナ危機の

研究にも尽力し、タイムリーに多くの研究成

果を発表することができた。本問題の趨勢は、

未承認国家研究の今後にも大きく関わるた

め、今後も常時注目し、臨機応変に対応して

研究を深めていきたい。 

(3) 凍結された紛争へのフォーカス 

本研究の過程で、未承認国家の解決が極めて

難しいという事実を再確認し、未承認国家問

題を解決するというアプローチだけでなく、

未承認国家を生み出さないようにする研究

が必要だと考えた。その中でもっとも重要だ

と考えたのが、「凍結された紛争」の予防、

ないし解決である。そこで、未承認国家問題

を凍結された紛争という側面と絡めて研究

するために、科学研究費・基盤研究(C)（特設

分野研究）「凍結された紛争：その予防と積

極的平和の模索」（2015～2019年）に応募し、

採択された。凍結された紛争にフォーカスし

た研究はまだ１年目であるが、2016 年 4 月

１日に、未承認国家の一つである「ナゴル

ノ・カラバフ」において、1994 年に締結さ

れ、以後、小競り合いはあったとはいえほぼ

維持されてきた停戦が破られ、５日間に渡る

局地戦争が勃発した。このことは、未承認国

家問題の和平を考える上で、凍結された紛争

がいかに脆弱であるかを改めて示した事例

だと言える。この新しい動向も踏まえ、今後

も凍結された紛争と未承認国家問題を絡め

て研究していきたい。 

(4) 国際共同研究 

本研究においては、国際共同研究も大きな意

味を持った。何故なら、研究対象が国際的な

問題であることから、多面的な国際共同研究

こそが、研究の効率をよくするだけでなく、

内容の充実化を可能にすると考えたからで

ある。本研究期間中も、様々な形で国際共同

研究を行い、共同論文を執筆したり、国際学

会で共にパネルを組んだりして、研究の充実

化を図ることができた。特に、2013 年度に

は、アメリカ合衆国のコロンビア大学・ハリ

マン研究所で約一年間の在外研究を行うこ

とができ、同研究所には、専任の優れた研究

者だけでなく、世界中からの訪問研究員もい

たことから、極めて充実した共同研究を行う

ことができた。それに加え、同じくアメリカ

合衆国のジョージメイソン大学；フィンラン

ドのヘルシンキ大学アレクサンテリ研究所、

タンペレ大学、オウル大学など５研究機関、

エストニアのタルトゥ大学、リトアニアのヴ

ィリュニス大学、アゼルバイジャンのアゼル

バイジャン科学アカデミー、アゼルバイジャ

ン外交アカデミー、アゼルバイジャン大統領

附属戦略研究センターなどとの研究を進め

ることができた。 

 加えて、2015 年度に本研究を研究テーマ

として、科学研究費国際共同研究加速基金

（国際共同研究強化）に採択していただき、

2017 年 3 月より約１年間、ヘルシンキ大学

アレクサンテリ研究所にて、国際共同研究を

行えることとなった。本研究をより発展させ

ていく非常に良い機会をいただけたことに

心から感謝すると共に、良い成果を上げたい

と考える所存である。 
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